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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第２四半期
連結累計期間

第16期
第２四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （百万円） 46,962 45,528 93,175

経常利益 （百万円） 2,427 1,797 4,596

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,522 1,899 2,712

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,390 2,225 3,048

純資産額 （百万円） 36,478 39,433 37,758

総資産額 （百万円） 75,502 80,700 77,143

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 39.98 49.87 71.20

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.0 44.5 44.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 3,652 3,773 6,891

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,267 △2,531 △2,549

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,074 1,709 △3,636

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 11,629 14,902 11,957

 

回次
第15期

第２四半期
連結会計期間

第16期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2019年７月１日
至2019年９月30日

自2020年７月１日
至2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 16.35 16.78

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、当社グループは第１四半期連結会計期間においてシントク工業株式会社の株式を取得し

たため、同社及び同社の子会社１社を連結の範囲に含めております。

　なお、当社グループは基礎工事関連事業の単一セグメントであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、当社グループは基礎工事関連事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(1）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により経済活動が制約さ

れたことから景気は大きく落ち込みました。緊急事態宣言解除後は社会経済活動のレベルが徐々に引き上げら

れ、持ち直しの動きが見られたものの、今後の感染症拡大の懸念から消費マインドは依然低迷しており、先行き

不透明な状況が続いています。

　また、当社グループが事業展開しているアセアン地域におきましては、ベトナムでは新型コロナウイルス感染

症により投資活動が大きく停滞しましたが、感染症の封じ込めに奏効し、政府による公共投資再開の動きが徐々

に広がりつつあります。一方ミャンマーでは、感染症が急拡大し、９月には最大都市ヤンゴンがロックダウンさ

れるなど深刻な状況が続いています。

　当社グループが主として属する日本国内のコンクリートパイル業界は、官民とも需要が減少、全体の出荷量は

前年同四半期比減少となりました。

　このような事業環境のもと、当社グループは５か年計画の２年目を迎え、日本国内及びアセアン地域における

最高の技術力と最大の基礎建設能力を有するグループを目指し、引き続き体制整備に取り組んでまいりました。

国内では、2020年６月30日に公表いたしました「シントク工業株式会社の株式取得完了に関するお知らせ」のと

おり、同日付で国内事業子会社ジャパンパイル㈱によるシントク工業㈱の株式取得の手続きが完了し、同社は当

社グループの連結子会社となりました。また海外では、ベトナムの事業子会社のPhan Vu Investment

Corporationが、風力発電や太陽光発電等、今後大きな需要が期待できる再生可能エネルギーの新分野での基礎

工事関連事業の推進に取り組んでおります。

　売上高につきましては、国内では新工法のＭＡＧＮＵＭ工法が引き続き堅調に推移し、前年第２四半期並みの

水準を確保いたしましたが、海外ではベトナムにおける需要が減少したことから、全体として減収になりまし

た。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、455億28百万円（前年同四半期比3.1％減）となりまし

た。利益面では、受注競争激化により粗利率が低下したことから、営業利益は19億84百万円（同27.3％減）、経

常利益は17億97百万円（同25.9％減）、また、シントク工業㈱の株式取得に伴う暫定的な連結会計処理として負

ののれん発生益７億72百万円を特別利益として計上したことから、親会社株主に帰属する四半期純利益は18億99

百万円（同24.7％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ35億57百万円増加し、807億円とな

りました。主な要因は、借入金の増加などにより現金及び預金が29億44百万円増加、シントク工業㈱の買収など

により有形固定資産が６億23百万円増加したことなどによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ18億82百万円増加し、412億66百万円となりました。主な要因は、支払

手形及び買掛金が10億71百万円減少しましたが、社債及び借入金が合計で22億77百万円、ファクタリング未払金

が３億72百万円それぞれ増加したことなどによるものであります。

　純資産については、親会社株主に帰属する四半期純利益計上による増加18億99百万円、配当金の支払いによる

減少３億83百万円、その他有価証券評価差額金の増加２億11百万円などの結果、前連結会計年度末に比べ16億74

百万円増加し394億33百万円となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は149億２百万円と

なり、前連結会計年度末より29億44百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次

のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動において得られた資金は、前年同四半期比１億21百万円増加し

37億73百万円となりました。この要因は、仕入債務の減少12億93百万円などにより減少しましたが、税金等調

整前四半期純利益の計上25億45百万円、減価償却費の計上14億15百万円、売上債権の減少10億38百万円などに

より増加したことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動において使用した資金は、前年同四半期比12億64百万円増加し

25億31百万円となりました。この要因は、有形固定資産の取得による支出11億86百万円、シントク工業㈱の買

収に関連して、株式取得の対価から同社の現金及び現金同等物の受入額を差し引いた子会社株式の取得による

支出10億92百万円などによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動において得られた資金は、17億９百万円（前年同四半期は20億

74百万円の支出）となりました。この要因は、長期借入金の返済８億81百万円、配当金の支払額４億86百万円

などにより減少しましたが、長期借入金の実行30億20百万円などにより増加したことによるものであります。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）企業理念、経営戦略、経営方針、経営環境及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている企業理念、経営戦略、経営方針、経営環境及

び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等について重要な変更はありません。

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

(7）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億87百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 38,089,792 38,089,792
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 38,089,792 38,089,792 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 38,089,792 － 6,621 － 8,638
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 4,319 11.34

太平洋セメント㈱ 東京都文京区小石川一丁目１番１号 2,507 6.58

㈱日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 1,563 4.10

アジアパイルホールディングスグ

ループ取引先持株会
東京都中央区日本橋箱崎町36番２号 1,329 3.49

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 1,269 3.33

㈱みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 1,205 3.16

㈱日本カストディ銀行（信託口

９）
東京都中央区晴海一丁目８番12号 892 2.34

ＪＦＥスチール㈱ 東京都千代田区内幸町二丁目２番３号 855 2.24

丸大産業㈱ 岐阜県郡上市和良町土京宇涼坂2484番地 770 2.02

野村信託銀行㈱（投信口） 東京都千代田区大手町二丁目２番２号 714 1.88

計 － 15,426 40.50

（注）１．日本トラスティ・サービス信託銀行㈱は、2020年７月27日付でＪＴＣホールディングス㈱、資産管理サービ

ス信託銀行㈱と合併し、㈱日本カストディ銀行となっております。

２．2016年10月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、㈱みずほ銀行及びその共同保有者

であるみずほ証券㈱、アセットマネジメントOne㈱が2016年10月14日現在でそれぞれ以下の株式を所有して

いる旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認が

できませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

㈱みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 株式　1,205,300 3.49

みずほ証券㈱ 東京都千代田区大手町一丁目５番１号 株式　　 87,800 0.25

アセットマネジメントOne

㈱
東京都千代田区丸の内一丁目８番２号 株式　　653,800 1.89

３．2019年２月18日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、㈱三菱ＵＦＪフィナンシャル・グ

ループ及びその共同保有者である三菱ＵＦＪ信託銀行㈱、三菱ＵＦＪ国際投信㈱が2019年２月11日現在でそ

れぞれ以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末現在にお

ける実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 株式　1,793,800 4.71

三菱ＵＦＪ国際投信㈱ 東京都千代田区有楽町一丁目12番１号 株式　　492,200 1.29
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４．2020年５月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、三井住友信託銀行㈱及びその共同

保有者である三井住友トラスト・アセットマネジメント㈱、日興アセットマネジメント㈱が2020年５月15日

現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末

現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

三井住友トラスト・アセッ

トマネジメント㈱
東京都港区芝公園一丁目１番１号 株式　2,087,900 5.48

日興アセットマネジメント

㈱
東京都港区赤坂九丁目７番１号 株式　　450,500 1.18

５．2020年７月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、野村アセットマネジメント㈱が

2020年７月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計

期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

野村アセットマネジメント

㈱
東京都江東区豊洲二丁目２番１号 株式　3,267,400 8.58
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 38,082,400 380,774 －

単元未満株式 普通株式 6,992 － －

発行済株式総数  38,089,792 － －

総株主の議決権  － 380,774 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株含まれております。なお、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数50個が含まれておりません。

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

アジアパイルホールディ

ングス㈱

東京都中央区日本橋

箱崎町36番２号
400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,040 14,984

受取手形及び売掛金 27,766 27,216

未成工事支出金 5,080 4,879

商品及び製品 4,447 3,882

原材料及び貯蔵品 1,341 1,739

その他 639 752

貸倒引当金 △467 △469

流動資産合計 50,848 52,984

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,441 7,660

その他（純額） 15,032 15,436

有形固定資産合計 22,473 23,096

無形固定資産   

のれん 190 172

その他 522 538

無形固定資産合計 713 711

投資その他の資産   

その他 3,207 4,005

貸倒引当金 △98 △98

投資その他の資産合計 3,108 3,906

固定資産合計 26,295 27,715

資産合計 77,143 80,700
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,369 11,297

ファクタリング未払金 10,733 11,106

短期借入金 7,020 7,257

1年内償還予定の社債 187 93

1年内返済予定の長期借入金 1,143 1,387

未払法人税等 549 567

賞与引当金 483 507

完成工事補償引当金 136 136

工事損失引当金 38 35

その他 3,186 3,024

流動負債合計 35,849 35,413

固定負債   

長期借入金 1,193 3,083

役員退職慰労引当金 155 432

退職給付に係る負債 696 788

その他 1,489 1,549

固定負債合計 3,535 5,853

負債合計 39,384 41,266

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,621 6,621

資本剰余金 8,602 8,602

利益剰余金 18,892 20,408

自己株式 △0 △0

株主資本合計 34,116 35,632

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 473 684

為替換算調整勘定 △376 △395

退職給付に係る調整累計額 △9 △8

その他の包括利益累計額合計 87 281

非支配株主持分 3,554 3,519

純資産合計 37,758 39,433

負債純資産合計 77,143 80,700
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 46,962 45,528

売上原価 39,752 39,106

売上総利益 7,209 6,421

販売費及び一般管理費 ※ 4,477 ※ 4,436

営業利益 2,731 1,984

営業外収益   

受取利息 3 4

受取配当金 37 33

その他 70 120

営業外収益合計 111 158

営業外費用   

支払利息 322 301

その他 93 44

営業外費用合計 416 345

経常利益 2,427 1,797

特別利益   

固定資産売却益 － 6

負ののれん発生益 － 772

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 0 779

特別損失   

固定資産売却損 － 24

固定資産除却損 8 6

特別損失合計 8 31

税金等調整前四半期純利益 2,418 2,545

法人税等 753 534

四半期純利益 1,664 2,011

非支配株主に帰属する四半期純利益 141 111

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,522 1,899
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 1,664 2,011

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △124 211

為替換算調整勘定 △151 1

退職給付に係る調整額 1 1

その他の包括利益合計 △273 213

四半期包括利益 1,390 2,225

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,289 2,093

非支配株主に係る四半期包括利益 100 131
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,418 2,545

減価償却費 1,300 1,415

のれん償却額 13 16

負ののれん発生益 － △772

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24 2

賞与引当金の増減額（△は減少） 8 △4

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 21 23

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8 18

工事損失引当金の増減額（△は減少） 12 △3

受取利息及び受取配当金 △41 △37

支払利息 322 301

固定資産除却損 8 6

有形固定資産売却損益（△は益） － 17

売上債権の増減額（△は増加） 1,211 1,038

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,092 981

仕入債務の増減額（△は減少） △763 △1,293

ファクタリング未払金の増減額（△は減少） 212 635

未成工事受入金の増減額（△は減少） △1,515 △296

未払消費税等の増減額（△は減少） △284 30

その他 139 △31

小計 5,124 4,595

利息及び配当金の受取額 41 37

利息の支払額 △338 △297

法人税等の支払額 △1,175 △562

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,652 3,773

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △83 △81

定期預金の払戻による収入 47 81

有形固定資産の取得による支出 △1,198 △1,186

有形固定資産の売却による収入 － 130

有形固定資産の除却による支出 △2 △6

無形固定資産の取得による支出 △27 △37

投資有価証券の取得による支出 △5 △341

投資有価証券の売却による収入 0 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △1,092

貸付けによる支出 △3 △0

貸付金の回収による収入 5 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,267 △2,531
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △777 272

長期借入れによる収入 44 3,020

長期借入金の返済による支出 △647 △881

社債の償還による支出 △94 △92

リース債務の返済による支出 △148 △122

配当金の支払額 △438 △383

非支配株主への配当金の支払額 △12 △102

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,074 1,709

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 299 2,944

現金及び現金同等物の期首残高 11,330 11,957

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 11,629 ※ 14,902
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、当社グループはシントク工業株式会社の株式を取得したため、同社及び同社の子

会社１社を連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症が会計上の見積りに与える影響）

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「追加情報」中の新型コロナウイルス感染症が会計上の見積りに与える

影響の記載について重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　連結子会社（ジャパンパイル㈱）においては、運転資金の効率的な調達を行うため㈱三井住友銀行及び㈱みずほ銀

行と貸出コミットメント契約を締結しております。これらの契約に基づく貸出コミットメントに係る借入未実行残高

は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2020年９月30日）

貸出コミットメントの総額 4,000百万円 4,000百万円

借入実行残高 － －

差引額 4,000 4,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　　至 2020年９月30日）

役員従業員給与 1,969百万円 2,050百万円

賞与引当金繰入額 329 336

役員退職慰労引当金繰入額 21 17

退職給付費用 61 72

貸倒引当金繰入額 △23 4

研究開発費 295 187

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 11,711百万円 14,984百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △81 △82

現金及び現金同等物 11,629 14,902
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月24日

取締役会
普通株式 438 11.5 2019年３月31日 2019年６月10日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年10月25日

取締役会
普通株式 380 10.0 2019年９月30日 2019年12月６日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月22日

取締役会
普通株式 380 10.0 2020年３月31日 2020年６月８日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年10月23日

取締役会
普通株式 380 10.0 2020年９月30日 2020年12月４日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　

2020年４月１日　至　2020年９月30日）

　当社グループは、基礎工事関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

(1）被取得企業の名称及びその事業の内容

　被取得企業の名称　　シントク工業株式会社

　事業の内容　　　　　コンクリートパイル用継手金具、コンクリート二次製品付属金具の製造・販売

(2）企業結合を行った主な理由

　当社グループは、日本国内及びアセアン地域において最高の技術力と最大の基礎建設能力を有するグループ

を目指しております。シントク工業㈱は、コンクリートパイルの生産において重要な部品となる継手金具の

他、コンクリート二次製品付属金具の製造・販売を行う国内有力企業であります。当社グループは継手金具の

重要性に鑑み、国内事業子会社であるジャパンパイル㈱が当該会社と資本提携し子会社化することで、当社グ

ループのみならず国内斯業界全体のサプライチェーンの安定的確保と品質向上に貢献することを目指してまい

ります。また、さらに当社グループが展開するアセアン地域において、今後、良質な継手金具を供給できる体

制を目指してまいります。

(3）企業結合日

　2020年６月30日

(4）企業結合の法的形式

　現金を対価とする株式取得

(5）結合後企業の名称

　変更はありません。

(6）取得した議決権比率

　企業結合直前に所有していた議決権比率　　　 －％

　企業結合日に取得した議決権比率　　　　　100.0％

　取得後の議決権比率　　　　　　　　　　　100.0％

(7）取得企業を決定するに至った主な根拠

　当社グループが現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　みなし取得日を2020年４月30日としているため、被取得企業の業績は、2020年５月１日から2020年７月31日ま

での業績が含まれております。

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　現金及び預金 1,802百万円

取得原価 1,802百万円

４．負ののれん発生益の金額及び発生原因

(1）負ののれん発生益の金額

　772百万円

　なお、負ののれん発生益の金額は、当第２四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していない

ため、暫定的に算定された金額であります。

(2）発生原因

　取得時の時価純資産価額が取得原価を上回ったためであります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益 39円98銭 49円87銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 1,522 1,899

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
1,522 1,899

普通株式の期中平均株式数（千株） 38,089 38,089

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　2020年10月23日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………380百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2020年12月４日

　（注）　2020年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月12日

アジアパイルホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 守谷　義広　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三戸　康嗣　　印

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアジアパイル
ホールディングス株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年
７月１日から2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半
期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アジアパイルホールディングス株式会社及び連結子会社の2020年９月
30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適
正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー
手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され
る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において
四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が
適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人
の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成
基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務
諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ
せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査
人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査
人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上

 
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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